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報

A
’
二
〇
一
八
年
度
キ
リ
ス
ト
教
学
専
修
講
義
題
目

芦
名
定
道
教
授

　
　
　
系
共
通
講
義
‥
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
学
講
義
A
・
B
」

　
　
　
特
殊
講
義
　
　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
宗
教
哲
学
ω
ー
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ジ
ア
と
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
思
想
、
㈲
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宗
教
哲
学
の
諸
問
題
」

　
　

特
殊
講
義
A
・
B
．
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
研
究
入
門
　
宗
教
改
革

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
近
代
キ
リ
ス
ト
教
思
想
へ
（
前
期
）
、
旧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

約
聖
書
と
哲
学
的
問
い
（
後
期
）
」

　
　

演
習
　
　
　
　
　
　
「
日
本
・
ア
ジ
ア
の
キ
リ
ス
ト
教
一
無
教
会
キ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

リ
ス
ト
教
の
系
譜
⑨
ー
内
村
鑑
三
、
⑩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1
賀
川
・
徐
・
栗
林
」

　
　

演
習
（
前
期
）
‥
　
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
基
礎
文
献
を
読
む
」
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P
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i
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（
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r
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1929＼30）
）

　
　

演

習
（
後
期
）
‥
　
「
新
約
聖
書
と
そ
の
思
想
ー
パ
ウ
ロ
研
究

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㈲
－
」

　
　
演
習
‥
　
　
　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
の
諸
問
題
」
（
大
学
院
生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
研
究
発
表
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講
読
　
　
　
　
　
　
「
キ
リ
ス
ト
教
思
想
基
礎
文
献
を
読
む
‥
テ
イ
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ッ
ヒ
『
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ス
ト
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世
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師
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義
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t
期
）
：
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改
革
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究
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津

田
謙
治
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「
初
期
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ト
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思
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河
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靖
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師
（
後
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演
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ン
ヘ
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フ
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（
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業
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文
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な
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修
士
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文

　
香

西

　
信

山
中
健
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（l1O
　
I
　
＋
l
年
三
月
）

「賀
川
豊
彦
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
宇
宙
論
」

r
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト
論
の
一
考
察

ー
8
章
1
2
節
の
「
我
は
」
章
句
解
釈
を
中
心
に
ー
」

「矢
内
原
忠
雄
の
「
日
本
的
基
督
教
」
の
基
本
構
造
ー

聖
書
信
仰
、
国
体
観
念
、
日
本
精
神
・
「
神
観
」
批
判

ー
」

一
五
六

o
’
I
I
O
　
I
八
年
度
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究
発
表
会

　
第
二
十
回
研
究
発
表
会

　
二
〇
一
八
年
七
月
十
四
（
土
）
、
京
都
大
学
文
学
部
校
舎
2
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七
講

　
義
室

　
　
金
　
香
花
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争
と
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」

　
　
津
田
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治
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ー
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祈
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』
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－
」
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一
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究
発
表
会
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十
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月
一
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土
）
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学
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校
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2
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七
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義
室
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究
発
表
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大
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思
想
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法
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京
都
大
学
基
督
教
学
会
規
約

一

、
本
会
は
京
都
大
学
基
督
教
学
会
と
称
し
、
事
務
局
を
京
都
市
左
京
区

　
　
吉
田
本
町
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室

　
　
に
置
く
。

二
、
本
会
は
基
督
教
学
研
究
の
進
展
を
目
的
と
す
る
。

三
、
本
会
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
以
下
の
事
業
を
行
う
。

　
　
（
1
）
研
究
集
会
、
講
演
会
な
ど
の
開
催

　
　
（
二
）
学
会
誌
『
基
督
教
学
研
究
』
の
発
行

　
　
（
三
）
内
外
の
研
究
機
関
及
び
研
究
者
と
の
相
互
交
流

　
　
（
四
）
そ
の
他
の
必
要
な
事
業

四
、
本
会
は
基
督
教
学
の
研
究
に
従
事
す
る
者
、
も
し
く
は
本
会
の
趣
旨

　
　
に
賛
同
す
る
者
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　
（
1
）
一
般
会
員

　
　
（
二
）
学
生
会
員
　
大
学
院
学
生
及
び
こ
れ
に
準
ず
る
者
。

　
　
（
三
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会
友
　
本
会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
も
の
で
、
研
究
集
会
で
の

　
　
　
　

発
表
の
機
会
と
学
会
誌
の
配
布
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　
　
　

会
友
希
望
者
は
、
委
員
会
の
承
認
に
よ
り
会
友
と
な
る
こ
と

　
　
　
　

が
で

き
る
。
二
年
以
上
会
友
で
あ
っ
た
者
で
、
会
員
に
な
る

　
　
　
　

こ
と
を
希
望
す
る
者
は
、
会
員
二
名
の
推
薦
に
よ
り
委
員
会

　
　
　
　

の

議
を
経
て
、
総
会
で
承
認
を
受
け
る
も
の
と
す
る
。

五
、
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
付
金
、
そ
の
他
の
収
入
を
も
っ
て
こ
れ

六
、

七
、

八
、

に
充
て
る
。

会
費
と
し
て
、
会
員
は
年
五
千
円
、
会
友
は
年
三
千
円
を
納
め
る
も

の
と
す
る
。

本
会
の
運
営
の
た
め
に
次
の
委
員
を
置
く
。

（1
）
代
表
者

（
一名
）

（
二
）
委
　
員
（
若
干
名
）

（三
）
監
　
事
（
一
名
）

本
会
は
毎
年
総
会
を
開
き
、
会
計
及
び
一
般
報
告
を
行
い
、
必
要
事

項
を
協
議
す
る
。

本
規
約
は
運
営
委
員
会
の
発
議
に
基
づ
き
、
総
会
に
お
い
て
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

附
則

　
本
規
約
は
一
九
九
八
年
十
二
月
施
行
、

運
営
委
員
会

　
　
代
表
者
　
宮
庄
哲
夫

　
　
委
　
員
‥
片
柳
榮
一
、
勝
村
弘
也
、

　
　
　
　
　
　
岩
城
　
聰
、
岩
野
祐
介

　
　
監
　
事
　
笠
井
恵
二

110
0
八
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改
訂
。
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慎
一
、

一
五
七
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西
南
学
院
大
学
教
授

関
西
学
院
大
学
他
非
常
勤
講
師

京
都
大
学
名
誉
教
授

カ
ナ
ダ
合
同
教
会
引
退
牧
師

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了

京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
後
期
課
程

　
　
　
『
基
督
教
学
研
究
』
投
稿
規
定

一

、
寄
稿
者
は
本
学
会
員
に
か
ぎ
る
。

二
、
内
容
は
未
発
表
の
学
術
論
文
で
あ
る
こ
と
。
採
否
な
ら
び
に
掲
載
の

　
　
時
期
は
、
査
読
委
員
に
よ
る
査
読
の
報
告
に
基
づ
き
、
編
集
委
員
会

　
　
が
決
定
す
る
。

三
、
寄
稿
原
稿
は
、
論
文
に
つ
い
て
は
四
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
四
〇
～
五

　
　
o
枚
（
註
・
図
表
な
ど
を
含
む
）
相
当
、
研
究
に
つ
い
て
は
三
〇
枚

　
　
相
当
と
す
る
。

四
、
寄
稿
原
稿
の
執
筆
細
目
お
よ
び
査
読
審
査
規
定
に
つ
い
て
は
、
別
途
、

　
　
原
稿
執
筆
要
項
等
の
内
規
に
て
定
め
る
こ
と
と
す
る
。

五
、
寄
稿
原
稿
に
は
、
欧
文
タ
イ
ト
ル
、
執
筆
者
欧
文
氏
名
を
付
記
す
る

　
　
こ
と
。

六
、
原
稿
が
採
用
さ
れ
た
場
合
、
執
筆
者
に
は
抜
刷
三
〇
部
を
贈
呈
す
る
。

　
　
　
　
　
　
（
本
規
定
は
二
〇
〇
〇
年
十
二
月
十
六
日
か
ら
施
行
す
る
）



第
三
十
八
号
編
集
実
務
委
員
会
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発
行
者

定
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一
五
O
O
円
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都
大
学
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督
教
学
会

京

都
市
左
京
区
吉
田
本
町

京
都

大

学

大

学
院
文
学
研
究
科

キ
リ
ス
ト
教
学
研
究
室
内

発
行
人

　
宮

発
売
元

印
刷
所

庄

哲

夫

㈱fk㈱
ア裏一
　　区

イサ麦
ワ警出

　丁
17版
ド、も社

本
誌
の
御
註
文
は
、
最
寄
の
キ
リ
ス
ト
教
書
店
、

も
し
く
は
、
右
記
、
京
都
大
学
基
督
教
学
会
（
振

fa

O
1
O
1
1
1
O
－
五
ー
七
二
〇
七
）
へ
、
定
価
一

五
〇

〇

円
（
送
料
当
方
負
担
）
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。
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